
資料２

項番 事業 基本目標 施策 事業 事業内容
重要業績評価指標

（ＫＰＩ）

令和元年度
（当初設定数

値）

令和6年度
（目標値）

令和2年末 令和3年末
積上
合計

実施
状況

達成率 効果 補足

1 1
生活の柱と
なる働く場

の確保

労働環境の
向上支援

一般事業主行動計
画策定事業

　次世代育成支援対策推進法に基づき、常時
雇用する従業員が１０１人以上の企業は、従
業員の仕事と子育ての両立を図るために「一
般事業主行動計画」を策定する必要があるこ
とから、計画を策定した企業への支援を行
う。

「子育てサポ－ト
企業」として認定
された企業数

0 5 1 6 〇 120.0% 〇

町内の事業所が認定を受けることで、その事業所に勤
務する従業員が仕事と子育ての両立ができる環境を整
えることができた。

※実績値は、昨年度までは町内本社のみ計上していた
が、令和3年度実績値から町内事業所の本社が認定を
受けていたものも計上した。

2 2
生活の柱と
なる働く場

の確保

労働環境の
向上支援

「松伏ふるさとカ
レ－」事業

　本町は、国内初の純国産カレ－粉の製造に
成功し、日本にカレ－やスパイスを普及させ
たエスビ－食品（株）の創業者、山崎峯次郎
氏のふるさとという地域資源を活かし、町内
事業所の活性化を推進するとともに、カレ－
を活用したまちおこしを行い、町内外に事業
をＰＲし、町の認知度向上、魅力の発信を行
う。

「松伏ふるさとカ
レ－」登録店舗数 11 21 14 16 △ 76.2% 〇

3 3
生活の柱と
なる働く場

の確保

労働環境の
向上支援

転入勤労者支援事
業

　人口増と町内企業の活性化を図るため、本
町在住の勤労者と本町に転入してきた勤労者
を雇用した企業に対して、支援の充実を図
る。

該当事業により支
援した企業数の合
計（松伏町企業立
地に係る雇用促進
奨励金）

1 7 0 1 1 △ 14.3% △
大川戸地区から１件の申請があり、交付決定に至っ
た。引き続き立地相談があった企業に対し制度の周知
を行う。

4 4
生活の柱と
なる働く場

の確保

企業の支援
と誘致

経営革新計画支援
事業

　町内の中小企業が経営の向上を目指した
「経営革新計画」を策定し、その目標に向
かって事業を進めることにより、事業者の業
績拡大及び経営の向上を図るため、認定支援
機関である商工会への支援を行う。

経営革新計画策定
事業所数 0 15 2 1 3 △ 20.0% △

5 5
生活の柱と
なる働く場

の確保

企業の支援
と誘致

展示会出展支援事
業

　町内の事業所が販路拡大のため各種展示会
等に参加し、自社製品の販路開拓を支援する
ことで、事業所の経営拡大を図る。

各種展示会への参
加事業所数 0 25 2 1 3 △ 12.0% △

新型コロナウイルス感染症により、大規模展示会であ
る東部工業展がオンラインで開催されたことによる出
展事業所の減少につながってしまった。

6 6
生活の柱と
なる働く場

の確保

企業の支援
と誘致

創業支援事業

　主として若年の事業者を対象に、現在実施
している創業支援利子補給制度の充実を図
る。また、開業資金への助成制度を構築する
などの支援策を用意し、広く町内外に周知す
る。

創業支援相談件数 0 30 7 13 20 △ 66.7% 〇

7 7
生活の柱と
なる働く場

の確保

企業の支援
と誘致

企業誘致推進事業

　埼玉県企業立地課などとの連携（情報共
有）を密にし、町内に進出を希望する企業に
対する支援の充実を図る。

該当事業による相
談企業の中から立
地に結びついた企
業件数

0 1 0 0 0 × 0.0% ×
相談業務は随時対応しているが、立地に結び付いてい
ない。

8 8
生活の柱と
なる働く場

の確保

企業の支援
と誘致

道の駅事業

　新市街地整備区域において、地域活性化の
拠点となるバスタ－ミナルを併設した道の駅
の設置及び直売所や体験農園、地元農産物を
活かした飲食施設の整備の検討を引き続き行
う。

－ － － － － 0 △ － △

バスターミナルを併設した道の駅の整備については、
基本構想、基本計画、整備計画が策定されたところで
あり、現在は整備手法や管理方法等を調査研究してい
る。
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項番 事業 基本目標 施策 事業 事業内容
重要業績評価指標

（ＫＰＩ）

令和元年度
（当初設定数

値）

令和6年度
（目標値）

令和2年末 令和3年末
積上
合計

実施
状況

達成率 効果 補足

9 9
生活の柱と
なる働く場

の確保

職住近接の
まちづくり

新市街地整備促進
事業

　新市街地区域における産業団地の整備や周
辺道路の整備など、企業誘致を受け入れる環
境整備を引き続き促進するとともに、複合型
市街地の形成に向けた検討を行う。

－ － － － － 0 △ － △

令和2年度、3年度にゆめみの北地区の地権者にアン
ケートを実施した。その結果、約3割の反対者が存在
するため、土地区画整理事業の実施は困難であると考
えている。現在は、別手法での開発を検討している。

10 7
生活の柱と
なる働く場

の確保

職住近接の
まちづくり

企業誘致推進事業
（再掲） ※項番７事業７の再掲 ×

相談業務は随時対応しているが、立地に結び付いてい
ない。

11 3
生活の柱と
なる働く場

の確保

職住近接の
まちづくり

転入勤労者支援事
業（再掲） ※項番３事業３の再掲 △

大川戸地区から１件の申請があり、交付決定に至っ
た。引き続き立地相談があった企業に対し制度の周知
を行う。

12 10
町や人がつ
ながる魅力

づくり

転出抑制・
転入しやす
い環境づく

り

転入子育て世代応
援事業

　子育て世帯を支援するため、町内に自己用
住宅を取得して中学生以下の子どもと転入す
る親子の引越し費用及び住宅ロ－ン支払い相
当額の一部の助成を行う。

助成世帯数 0 100 － 0 0 × 0.0% ×

令和３年度から、埼玉県少子化対策推進事業費補助金
を活用して本事業を開始した。 令和4年度については
対象者：夫婦共に39歳以下、世帯所得400万円未
満、令和４年1月以降入籍　　補助項目：転居先の住
居費、引越運送費　　世帯補助金額上限60万円

13 11
町や人がつ
ながる魅力

づくり

転出抑制・
転入しやす
い環境づく

り

子育て世帯リフォ
－ム・リノベ－
ション促進事業

　埼玉県の補助事業を活用し、多子世帯など
家族構成の変化を理由にリフォ－ムを行う世
帯や、町内の空き家に転入後リフォ－ム・リ
ノベ－ションを行おうとしている世帯に対し
て、リフォ－ム資金の利子補給などを引き続
き行う。

該当事業による合
計助成件数 0 20 0 0 0 × 0.0% ×

埼玉県では、多子世帯のための新築・中古住宅取得に
関する諸経費に対して、補助金を交付しており、ホー
ムページや広報による周知を実施している中で、徐々
に交付件数が増えていたが、令和２年度から、補助の
対象が中古住宅のみになったため、件数が減ってし
まった。
なお、本制度は令和３年度で終了。

14 12
町や人がつ
ながる魅力

づくり

転出抑制・
転入しやす
い環境づく

り

給食費補助事業

　保護者の経済的負担を軽減することによ
り、子育て支援を推進するため、給食費の補
助の検討を行う。

－ － － － － 0 × － ×
将来にわたっての歳出となるため、確実な財源確保の
目途をもって着手するため。

15 13
町や人がつ
ながる魅力

づくり

転出抑制・
転入しやす
い環境づく

り

地域公共交通促進
事業

　本町の公共交通について、町内外の住民と
検討会議で意見交換を行い、課題解決に向け
た取り組み等の検討を行う。

公共交通に係る検
討会議結果を活用
した事業計画立案
件数

0 3 1 1 2 △ 66.7% 〇

公共交通lab.で提案があった既存事業の「高齢者タク
シー利用券・バス利用券」の対象拡充について、令和
４年度から事業の拡充を図ることが出来たため、実績
としてカウント。
・公共交通lab.で提案があった「バスロケーションシ
ステム」が茨城急行バスで令和４年３月に導入され
た。※提案に基づき導入されたかは不明のため実績に
は含めない。
・公共交通lab.での提案に基づき整備した「まつぶし
サイクル＆バスライド」について、一部需要が高い赤
岩入口については自転車の配置方法等、利用者がより
利用しやすい環境の整備を検討し、令和４年度中に整
備予定。

16 13
町や人がつ
ながる魅力

づくり

転出抑制・
転入しやす
い環境づく

り

地域公共交通促進
事業

　本町の公共交通について、町内外の住民と
検討会議で意見交換を行い、課題解決に向け
た取り組み等の検討を行う。

公共交通に係る検
討会議結果を踏ま
えた公共交通事業
所への説明件数

0 4 4 0 4 〇 100.0% △

新型コロナウイルス感染症の影響により利用者が激減
している中、町内バス事業者及びタクシー会社に対し
て事業継続を支援し、住民生活の安定を図ることを目
的とした補助金を令和２年度に引き続き給付した。

17 7
町や人がつ
ながる魅力

づくり

転出抑制・
転入しやす
い環境づく

り

企業誘致推進事業
（再掲） ※項番７事業７の再掲 ×

相談業務は随時対応しているが、立地に結び付いてい
ない。
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項番 事業 基本目標 施策 事業 事業内容
重要業績評価指標

（ＫＰＩ）

令和元年度
（当初設定数

値）

令和6年度
（目標値）

令和2年末 令和3年末
積上
合計

実施
状況

達成率 効果 補足

18 14
町や人がつ
ながる魅力

づくり

シティプロ
モ－ション

の展開

いつでも広報まつ
ぶしお届事業

　転出した学生等（年齢１８歳～２９歳を目
安）へ町広報紙を送付することで、雇用情報
等を発信し、大学等の卒業や転職を機に移住
するためのきっかけ作りに本町の情報を提供
する。

転出した学生等へ
の町広報紙の送付
件数

0 200 0 80 80 △ 40.0% △ 広報まつぶし町外請求件数

19 15
町や人がつ
ながる魅力

づくり

シティプロ
モ－ション

の展開

まつぶし応援団開
設事業

　本町の魅力を全国に発信する「まつぶし応
援団」を開設し、町に縁のある著名人やイン
スタグラムを活用して町の魅力を投稿する学
生等をメンバ－として構成し、幅広く町のＰ
Ｒに努めてもらう。
※著名人は、まつぶしＰＲ大使を兼ねるもの
として、ＰＲ大使の増員を図る。

応援団のメンバ－
数 0 12 0 8 8 △ 66.7% 〇

R３　髙橋彩音さん、織田聖選手、せんちゃん（エフ
エム越谷）、はなわさん（エフエム79.5）、保井ひ
ろゆきさん（エフエム79.5）、才木玲佳さん（いま
ドキッ！埼玉）、馬場俊英さん（マチコミ）、羽田圭
介さん（TBSラジオ）

20 16
町や人がつ
ながる魅力

づくり

シティプロ
モ－ション

の展開

まつぶしベスト１
０発見事業

　産・官・学・言の連携により、町の魅力や
資源を再発見し、ベスト１０形式で町の魅力
を町内外に発信する。魅力発信イベントとし
ての発表会を開催し、交流人口・関係人口の
増加や町への移住者の増加を図る。

発表回数 0 4 0 4 4 〇 100.0% 〇
R3.11月「いまドキッ！埼玉」放送
R４.3月「あさもやさま～ず」で松伏町田中地区、松
伏地区を３週に渡って放送。

21 2
町や人がつ
ながる魅力

づくり

シティプロ
モ－ション

の展開

「松伏ふるさとカ
レ － 」 事 業 （ 再
掲）

※項番２事業２の再掲 〇

22 17
町や人がつ
ながる魅力

づくり

多世代交流
の推進

幅広い世代が楽し
めるバ－ベキュ－
広場整備事業

　町内、町外を問わず幅広く人と人とが繋が
り、コミュニティの形成が図れるバ－ベキュ
－ができる施設整備の検討を行う。

－ － － － 35 35 〇 － △

当初は令和３年４月からの稼働予定だったが、新型コ
ロナウイルスの影響で１１月から稼働となった。
ハイシーズンは過ぎていたが、３５組の利用があっ
た。

23 18
町や人がつ
ながる魅力

づくり

多世代交流
の推進

音楽による多世代
交流事業

　町内にある小、中、高校の吹奏楽部や合唱
部、合唱サ－クルなどの方が、多世代交流学
習館、中央公民館において音楽による交流を
図る。

年間実施回数 0 10 0 0 △ 0.0% △ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため事業中止。

24 19
町や人がつ
ながる魅力

づくり

多世代交流
の推進

スポ－ツ教室実施
事業

　子どもを対象とした教室からすべての世代
を対象とした教室まで、多種目で教室を開催
し、スポ－ツを通して多世代が交流していく
とともに、町民の健康増進を図る。

教室参加者数 9 150 4 7 11 △ 7.3% △
コロナもあり、計画していたが実施できなかった事業
も多かった。

25 20
町や人がつ
ながる魅力

づくり

多世代交流
の推進

松伏町「みんなの
良（居）場所」づ
くりプロジェクト

　多世代交流学習館において、子どもから高
齢者まであらゆる世代が居心地が良いと思え
る空間「良場所（居場所）」を創出する。

年間利用者数 20690 23100 0 0 △ 0.0% ×
令和２年３月から新型コロナウィルス感染拡大防止の
ため事業を中止。

26 20
町や人がつ
ながる魅力

づくり

多世代交流
の推進

松伏町「みんなの
良（居）場所」づ
くりプロジェクト

　多世代交流学習館において、子どもから高
齢者まであらゆる世代が居心地が良いと思え
る空間「良場所（居場所）」を創出する。

コ－ディネ－タ－
への年間相談件数 107 460 54 134 △ 29.1% △

令和２年度は新型コロナウィルス感染拡大防止のため
４月１日～６月15日まで休館していたが、令和3年度
は、新型コロナウィルス感染拡大防止のための休館期
間がなかった。

27 21
町や人がつ
ながる魅力

づくり

多世代交流
の推進

ミニまつぶし事業

　毎年１日あたり５００人以上の来場数があ
ることから、店舗数の拡大等を行い、更なる
充実を図る。

来場人数 0 600 55 0 △ 0.0% × 新型コロナウイルス感染拡大防止のため事業中止
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項番 事業 基本目標 施策 事業 事業内容
重要業績評価指標

（ＫＰＩ）

令和元年度
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令和6年度
（目標値）

令和2年末 令和3年末
積上
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達成率 効果 補足

28 22

安心して子
どもを産み
育てること
ができる環
境づくり

町の特色を
活かした教
育環境の充

実

ＩＣＴ教育推進事
業

　小学校を対象にＩＣＴを活用した校内ＬＡ
Ｎの整備や電子黒板やタブレット端末などの
情報通信機器を活用する。

活用頻度 0 175 93 170 263 〇 150.3% 〇

令和２年度に全児童分のタブレットが整備され、令和
３年度から稼働したことによるもの。それまでコン
ピュータ室及び少数のタブレットによるデジタル教科
書が教員によって利用されているのみであったが、6
月1日の全児童のタブレット稼働後は全ての授業日に
利用されている。

29 23

安心して子
どもを産み
育てること
ができる環
境づくり

町の特色を
活かした教
育環境の充

実

小規模特認校制度
の拡大事業

　平成２９年度から開始した小規模特認校に
ついて、更なる活用及び特色ある教育を図
る。

他学区からの入
学・転入数 0 12 2 1 3 △ 25.0% 〇

令和2年度に引き続き、就学時健康診断での周知や広
報紙等を活用することで、小規模特認校制度を広く周
知することができた。

30 21

安心して子
どもを産み
育てること
ができる環
境づくり

町の特色を
活かした教
育環境の充

実

ミニまつぶし事業
（再掲） ※項番２７事業２１の再掲 × 新型コロナウイルス感染拡大防止のため事業中止

31 12

安心して子
どもを産み
育てること
ができる環
境づくり

子育て世帯
への支援

給食費補助事業
（再掲） ※項番１４事業１２の再掲 ×

32 10

安心して子
どもを産み
育てること
ができる環
境づくり

子育て世帯
への支援

転入子育て世代応
援事業（再掲） ※項番１２事業１０の再掲 ×

令和３年度から、埼玉県少子化対策推進事業費補助金
を活用して本事業を開始した。 令和4年度については
対象者：夫婦共に39歳以下、世帯所得400万円未
満、令和４年1月以降入籍　　補助項目：転居先の住
居費、引越運送費　　世帯補助金額上限60万円

33 1

安心して子
どもを産み
育てること
ができる環
境づくり

子育て世帯
への支援

一般事業主行動計
画 策 定 事 業 （ 再
掲）

※項番１事業１の再掲 〇

町内の事業所が認定を受けることで、その事業所に勤
務する従業員が仕事と子育ての両立ができる環境を整
えることができた。

※実績値は、昨年度までは町内本社のみ計上していた
が、令和3年度実績値から町内事業所の本社が認定を
受けていたものも計上した。

34 11

安心して子
どもを産み
育てること
ができる環
境づくり

子育て世帯
への支援

子育て世帯リフォ
－ ム ・ リ ノ ベ －
シ ョ ン 促 進 事 業
（再掲）

※項番１３事業１１の再掲 ×

埼玉県では、多子世帯のための新築・中古住宅取得に
関する諸経費に対して、補助金を交付しており、ホー
ムページや広報による周知を実施している中で、徐々
に交付件数が増えていたが、令和２年度から、補助の
対象が中古住宅のみになったため、件数が減ってし
まった。
なお、本制度は令和３年度で終了。

35 20

安心して子
どもを産み
育てること
ができる環
境づくり

子育て世帯
への支援

松伏町「みんなの
良（居）場所」づ
くりプロジェクト
（再掲）

※項番２５、２６事業２０の再掲

項番25
×

項番26
△

項番25：令和２年３月から新型コロナウィルス感染
拡大防止のため事業を中止。
項番26：令和２年４月１日～６月15日まで新型コロ
ナウィルス感染拡大防止のため休館期間があったが、
令和３年度は休館期間がなくなった。

36 24

安心して子
どもを産み
育てること
ができる環
境づくり

子どもが安
全・安心に
暮らせる環
境づくり

子ども見守り事業

　地域を見守る防犯の目を増やすため、町民
及び町内事業者等の車両に、防犯ステッカ－
を貼付し、普段の車両利用時に見守り活動を
兼ねた活動を行う。

防犯ステッカ－貼
付車両の台数 0 500 16 5 21 △ 4.2% △

　予算の状況により、順次、防犯ステッカー貼付車両
の台数を増加することを検討する。

37 25

安心して子
どもを産み
育てること
ができる環
境づくり

子どもが安
全・安心に
暮らせる環
境づくり

防犯カメラ設置促
進事業

　防犯カメラの設置により、防犯促進や犯罪
抑制を図り安全安心なまちづくりを図る。

防犯カメラの設置
台数 0 10 0 0 0 × 0.0% × 　当事業の実施に向け調査・研究する。

38 26

安心して子
どもを産み
育てること
ができる環
境づくり

子どもが安
全・安心に
暮らせる環
境づくり

交通安全対策事業

　小中学校の通学路のうち交通量の多い幹線
道路の交差点を調査し、車両の進入を物理的
に防ぐ車止め支柱などを設置し、恒久的な安
全対策を講じる。

車止め支柱の設置
等件数 0 24 19 0 19 0 79.2% 〇

①県道部19か所のうち、県との協議により設置不要
となった5か所を除く14か所が設置完了。
②町道部5か所は設置完了。
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項番 事業 基本目標 施策 事業 事業内容
重要業績評価指標

（ＫＰＩ）

令和元年度
（当初設定数

値）

令和6年度
（目標値）

令和2年末 令和3年末
積上
合計

実施
状況

達成率 効果 補足

39 27
生活利便性
を高めるま
ちづくり

拠点の整備
と活性化の

推進

北部サ－ビスセン
タ－推進事業

　北部サ－ビスセンタ－で実施している事業
を拡充するとともに、災害時における避難所
機能を強化することで、北部拠点施設として
の付加価値を高める。

年間利用者数 12683 15000 4,548 7,487 △ 49.9% △
利用者が減少している施設の有効活用として、
民生児童委員協議会の定例会を毎月開催したほか、
ご近所さん体操の会場として利用した。

40 8
生活利便性
を高めるま
ちづくり

拠点の整備
と活性化の

推進

道 の 駅 事 業 （ 再
掲） ※項番８事業８の再掲 △

バスターミナルを併設した道の駅の整備については、
基本構想、基本計画、整備計画が策定されたところで
あり、現在は整備手法や管理方法等を調査研究してい
る。

41 9
生活利便性
を高めるま
ちづくり

拠点の整備
と活性化の

推進

新市街地整備促進
事業（再掲） ※項番９事業９の再掲 △

令和2年度、3年度にゆめみの北地区の地権者にアン
ケートを実施した。その結果、約3割の反対者が存在
するため、土地区画整理事業の実施は困難であると考
えている。現在は、別手法での開発を検討している。

42 18
生活利便性
を高めるま
ちづくり

拠点の整備
と活性化の

推進

音楽による多世代
交流事業（再掲） ※項番２３事業１８の再掲 × 新型コロナウィルス感染拡大防止のため事業中止。

43 20
生活利便性
を高めるま
ちづくり

拠点の整備
と活性化の

推進

松伏町「みんなの
良（居）場所」づ
くりプロジェクト
（再掲）

※項番２５、２６事業２０の再掲

項番25
×

項番26
△

項番25：令和２年３月から新型コロナウィルス感染
拡大防止のため事業を中止。
項番26：令和２年４月１日～６月15日まで新型コロ
ナウィルス感染拡大防止のため休館期間があったが、
令和３年度は休館期間がなくなった。

44 28
生活利便性
を高めるま
ちづくり

交通基盤整
備の推進

地域がつながる相
乗り事業

　買い物客が自家用車で町内店舗等に相乗り
で来店し、ポイントを付与する制度にするこ
とで、新たな町の交通ネットワ－クの構築の
検討を行う。

－ － － － 1 1 △ － △

令和４年度から社会福祉協議会が実施主体として「買
い物支援事業」を開始し、買い物に不便をきたしてい
る地域の方に対して、町内のスーパーに送迎支援を行
う。町はこの取組みに対し、補助金による支援を実
施。
※ポイント付与事業では無いが、新たな交通ネット
ワーク構築に関する検討を行った上での整備のため、
実績としてカウントした。

45 29
生活利便性
を高めるま
ちづくり

交通基盤整
備の推進

超小型モビリティ
導入事業

　高齢者の日常の移動手段の確保対策の一つ
として、超小型モビリティの導入の検討を行
う。

－ － － － 0 0 × － ×

他自治体では、公用車として導入している。事業実施
に当たっては、充電設備及び車両購入（リース）予算
が必須であり、他の公共交通政策との調整及び効果測
定が必要。

46 13
生活利便性
を高めるま
ちづくり

交通基盤整
備の推進

地域公共交通促進
事業（再掲） ※項番１５、１６事業１３の再掲
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項番 事業 基本目標 施策 事業 事業内容
重要業績評価指標

（ＫＰＩ）

令和元年度
（当初設定数

値）

令和6年度
（目標値）

令和2年末 令和3年末
積上
合計

実施
状況

達成率 効果 補足

47 8
生活利便性
を高めるま
ちづくり

交通基盤整
備の推進

道 の 駅 事 業 （ 再
掲） ※項番８事業８の再掲 △

バスターミナルを併設した道の駅の整備については、
基本構想、基本計画、整備計画が策定されたところで
あり、現在は整備手法や管理方法等を調査研究してい
る。

48 9
土地利用構
想に関する
重点施策

新市街地整
備プロジェ

クト

新市街地整備促進
事業（再掲） ※項番９事業９の再掲 △

令和2年度、3年度にゆめみの北地区の地権者にアン
ケートを実施した。その結果、約3割の反対者が存在
するため、土地区画整理事業の実施は困難であると考
えている。現在は、別手法での開発を検討している。

49 8
土地利用構
想に関する
重点施策

新市街地整
備プロジェ

クト

道 の 駅 事 業 （ 再
掲） ※項番８事業８の再掲 △

バスターミナルを併設した道の駅の整備については、
基本構想、基本計画、整備計画が策定されたところで
あり、現在は整備手法や管理方法等を調査研究してい
る。

50 3
土地利用構
想に関する
重点施策

新市街地整
備プロジェ

クト

転入勤労者支援事
業（再掲） ※項番３事業３の再掲 △

大川戸地区から１件の申請があり、交付決定に至っ
た。引き続き立地相談があった企業に対し制度の周知
を行う。
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